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【地二105　婦負郡御領境絵図】

蛍　光　X　線　強　度　（cps）

No. 測定箇所 色 カルシウム 鉄 銅　 水銀
（Ca-Kα） （Fe-Kα） （Cu-Kα） （Hg-Lα）

1 地色 －

2 堤 黄

3 川 青 0.3

4 道 赤 11.0

5 境 黄

6 山頂 濃深緑

7 山頂 薄深緑

12 村形　薄赤色 薄赤 0.2 4.0

13 村形　黄色 黄

14 村形　薄桃色 薄桃 0.4 0.3

16 道標 濃深緑

18 郡境 黒

【地二33　射水郡分間絵図】

蛍　光　X　線　強　度　（cps）

No. 測定箇所 色 カルシウム 鉄 銅　 水銀
（Ca-Kα） （Fe-Kα） （Cu-Kα） （Hg-Lα）

1 地色 － 0.5

2 色見本　村 白（無彩色） 0.5

3 　〃　　　驛 黄 0.5

13 　〃　　　仏閣 赤 0.8 1.9

14 　〃　　　御収納御蔵所 黒 0.8

16 　〃　　　道 赤 0.9 8.6

17 　〃　　　川・海 薄青 1.1

18 　〃　　　山 薄青 0.9

19 　〃　　　婦負群ﾖﾘ飛地 白（無彩色） 0.6

21 海 薄青 1.4

22 領地 薄緑 1.1

23 氷見 黄 0.5 1.2
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【追加F1　両半球図】

蛍　光　X　線　強　度　（cps）

No. 測定箇所 色 カルシウム 鉄 銅　 水銀
（Ca-Kα） （Fe-Kα） （Cu-Kα） （Hg-Lα）

1 地色 －

2 円（緑） 緑 1.4 0.5

3 円（赤） 赤 0.7 0.7

4 赤茶地 赤茶 0.0

5 黄地 黄

6 白地 白（無彩色）

7 薄茶地 薄茶

8 緑地 緑 0.7

9 黒地 黒

10 薄緑地 薄緑

12 薄黒地 薄黒

13 薄白地 薄白

14 「組」の字 赤 0.3

15 島（黄） 薄黄
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【地二359　新川群村々組分絵図】

蛍　光　X　線　強　度　（cps）

No. 測定箇所 色 カルシウム 鉄 銅　 水銀
（Ca-Kα） （Fe-Kα） （Cu-Kα） （Hg-Lα）

1 地色 － 0.3

2 海 薄青 0.5 0.2

3 川 薄青 0.3 0.2

4 道 赤 0.2 2.0

5 群境 黒

6 山 薄緑

7 色見本　山室 赤 3.0

8 　〃　　　嶋 薄緑 0.3

9 　〃　　　廣田 黄

10 　〃　　　高野 黒

11 　〃　　　針原 灰

12 　〃　　　寺田 薄桃

13 　〃　　　下条 薄青

14 　〃　　　上条 灰

15 　〃　　　東加積 濃黄

16 　〃　　　西加積 薄赤 0.7

17 　〃　　　布施 赤 0.2 2.3

18 　〃　　　大布施 灰紫 0.4 0.2

19 　〃　　　入膳 濃青 0.3

20 　〃　　　三位 薄灰

21 　〃　　　五ヶ庄 薄緑 0.3

22 領地 薄緑
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【地二504　婦負郡見取分間絵図】

蛍　光　X　線　強　度　（cps）

No. 測定箇所 色 カルシウム 鉄 銅　 水銀
（Ca-Kα） （Fe-Kα） （Cu-Kα） （Hg-Lα）

1 地色 －

6 色見本　仏閣 赤 1.8

7 　〃　　　道路 赤 0.6

8 　〃　　　川 青

9 　〃　　　山 緑

10 　〃　　　国郡境 黒

11 　〃　　　町支配所 黄

12 領地内 薄赤

13 川 青

14 山 緑

15 海 青

16 水路 青

17 山頂 濃緑

18 山 緑
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【E52　越前近江糧道測量絵図】

蛍　光　X　線　強　度　（cps）

No. 測定箇所 色 カルシウム 鉄 銅　 水銀
（Ca-Kα） （Fe-Kα） （Cu-Kα） （Hg-Lα）

1 地色 －

10 色見本　道 赤 0.5

12 　〃　　　海・潟・川・沼 白（無彩色）

13 　〃　　　山 深緑

14 　〃　　　神社 赤 0.1

16 　〃　　　加州 深緑

17 　〃　　　若集小濱 黄

18 　〃　　　和州郡山 赤

19 　〃　　　三洲吉田 灰

20 　〃　　　江州膳所 薄赤

21 　〃　　　酒井飛騨守 紫

22 　〃　　　酒井鉎次郎 茶

23 領地 薄緑

24 井川村 薄黄

25 領地 黄 0.4

26 海 薄青

30 領地 白（無彩色）

33 塩澤濱村 臙脂

34 大浦村 薄赤
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【地三5　明治加賀国絵図】

蛍　光　X　線　強　度　（cps）

No. 測定箇所 色 カルシウム 鉄 銅　 水銀
（Ca-Kα） （Fe-Kα） （Cu-Kα） （Hg-Lα）

1 地色 －

2 海 薄青

3 川 薄青 0.2

4 道 赤 0.3

5 境 黒

6 山 深緑

7 村形　 赤茶 0.1

8 村形　 白（無彩色）

9 川 薄青 0.3

10 霞 薄黒 0.2

【C172　白山之絵図】

蛍　光　X　線　強　度　（cps）

No. 測定箇所 色 カルシウム 鉄 銅　 水銀
（Ca-Kα） （Fe-Kα） （Cu-Kα） （Hg-Lα）

1 地色 －

2 川 青

3 山 緑

4 白山 薄橙 0.7

5 白山（茶） 茶

6 木 深緑

7 白山 薄茶

8 千蛇ヶ池 青

9 家 肌 0.4

10 家 薄赤 0.7

11 霞 薄黒

12 鳥居 赤 6.4

13 白山 薄赤 0.7
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【白山道筋実測図】

蛍　光　X　線　強　度　（cps）

No. 測定箇所 色 カルシウム 鉄 銅　 水銀
（Ca-Kα） （Fe-Kα） （Cu-Kα） （Hg-Lα）

1 白色部 白 0.1

2 青色線 青

3 赤色線 赤 0.1
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調査結果に関するコメント 
  

  

１  地一13 加越能三州之図（可視反射スペクトル分析のみ） 

・海と川(2,3)の青色はindigo系染料による彩色である。 

・道と古城（04,09）の赤色は、スペクトルの特徴から辰砂による彩色と考えられる。建造

物（11）の桃色も辰砂が用いられている可能性が高い。 

・国境(06)の黄色については材料を特定できないが、染料の可能性が高い。 

  

２  地二105 婦負郡御領境絵図（XRFおよび可視反射スペクトル分析） 

・川と道標、堤の水（3,17,20）の青色は、反射スペクトルの特徴からindigo系染料である

といえる。 

・山頂と道標（6,7,16）の緑色からは、顔料の存在を示す元素がXRFでは検出されなかった

一方、反射スペクトルはindigo系染料の特徴を示した。このことから、indigo系染料と黄

色染料との混色が推定される。 

・道（4）と村形（12）の赤色からはXRFで水銀が検出されたことと、反射スペクトルの特

徴から“辰砂”であるといえる。 

・薄桃の村形（14）からは水銀が検出され、辰砂に特徴的な反射スペクトルが見られた。

ここでは加えて、少量のカルシウムが検出されたころから、胡粉など白色材料との混色が

考えられる。 

・堤と村形（5,13）の黄色は、今回の分析では特定できなかったが、反射スペクトルが類

似しており、同種の材料といえる。 

  

３  地二51 射水郡今井村内検地領絵図（可視反射スペクトル分析のみ） 

・色見本（4）の青色はindigo系染料である。 

・色見本と文字（5,6）の赤色は可視反射スペクトルから辰砂であると考えられる。 

・色見本（3）の黄色は染料の可能性が高い。 

  

４ 地二19 射水郡見取絵図 （可視反射スペクトル分析のみ） 

・海、川（2,3）の青色、および村形（14,17）の灰青色はindigo系染料が使われている。 

・山（6）の緑色はindigo系染料と黄色色材の混色と考えられる。一方、色見本（18,19）

の灰緑色はスペクトルがindigoの存在を示さず、今回の分析では特定出来ない。 

・道（4）の赤色は“辰砂”と考えれれる。島（21）は辰砂と別の材料による混色と考えら

れ、ベンガラの可能性が推定される。 

・桃色の村形（13,15）にも辰砂が使われている可能性が指摘できる。色見から考えて、白

色材料との混色も推定できるが、XRF測定を行っていないため、断定はできない。 

・黄色の村形（12,16）は同一色材によるものである。 

  

５. 地二33 射水郡分間絵図 （XRFおよび可視反射スペクトル分析） 

・XRFで測定した全ての個所からカルシウムが検出されたことから、胡粉など白色材料によ

る下塗りが施された可能性がある。 

・色見本（17,18）、海（21）の青色はindigo系染料である。 
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・領地（22）の緑色はindigo系染料と黄色染料との混色と考えられる。 

・色見本（13,16）の赤色は辰砂と考えられる。 

・色見本（3）と氷見（23）の黄色は同種の染料と考えられる。後者からはわずかに水銀が

検出されたが、これは近傍を走る道の赤色に由来している。 

  

６  地一14 加越能三州郡分略絵図（可視反射スペクトル分析のみ） 

・海と色見本（2,3）の青色はindigo系染料である。 

・山（7）の明るい緑色はindigo系染料と黄色染料の混色と考えられる 

・色見本（4）の赤色は辰砂によると考えられる。 

  

７  書二19 三州測量図籍（可視反射スペクトル分析のみ） 

・海と川（2,3）の青色はindigo系染料である。 

・道（4）の赤色は「朱」と考えられる。 

・土地（5）の黄色は染料と考えられる。 

 

８  追加F1 両半球図 （XRFおよび可視反射スペクトル分析） 

・円（2）と緑地（8）の緑色は、XRFで銅が検出されたこと、また反射スペクトルの特徴か

ら「緑青」など銅を含む顔料の可能性が高い。薄緑地（10）については、非常に彩色が薄

く、特徴的な反射スペクトルが測定できなかったこと、また銅の検出量が低いことから、

材料は不明である。 

・円（3）と文字（14）の赤色は辰砂と考えられる。 

 

９． 追加F2 舟形地球の図 （可視反射スペクトル分析のみ） 

・文字（7）の赤色は辰砂の可能性が高い。 

・桃色地（2,5）も辰砂と考えられる。色味から白色材料の併用が考えられるが、XRF測定

を実施していないので、断定できない。 

 

１０ 地二359 新川郡村々組分絵図（XRFおよび可視反射スペクトル分析） 

・青色の測定箇所（2,3,13,19）はすべてindigo系染料である。 

・緑色の測定箇所（6,8,21,22）からもindigo系染料に特徴的な反射スペクトルがみられた。

他に顔料の存在を示す元素が検出されなかったことから、黄色染料との混色と考えられる。 

・灰色の箇所（11,14,20）からもindigo系染料の特徴がみられたことから、他の材料との

混色によって表現しているものと考えられる。 

・赤色（4,7,16,17）は辰砂と考えられる。 

・桃色（12）からは水銀などの元素は検出されず、染料と考えられる。 

・色見本（9,15）の黄色は同種の染料と考えられる。 

 

１１ 地二177 高岡瑞龍寺献水点箇道分間絵図 （可視反射スペクトル分析のみ） 

・色見本（3）の青色はindigo系染料である。 
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１２ 地一 10 能越内浦海岸略図  （可視反射スペクトル分析のみ） 

・色見本（6）の青色は indigo 系染料である。 

・道および文字（2,7）は辰砂の可能性が高い。 

 

１３ G29 皇国総海岸図 第一 武蔵湾 （可視反射スペクトル分析のみ） 

・海（2）と川（3）の青色は indigo 系染料ではない。反射スペクトルの特徴は、プルシア

ンブルーに最も近いが、断定できない。確実な判断には XRF 測定が必要である。 

・山（5）の緑色もスペクトルは青色に近いパターンを示しており、同種の材料と黄色の混

色と考えられる。 

・赤茶色の山（7）にはベンガラが使われている可能性が高い。辰砂が併用されている可能

性も指摘できる。 

 

１４ G95 北海道沿岸各地場所絵図 （可視反射スペクトル分析のみ） 

・青色（2,3）はスペクトルがプルシアンブルーのものに近い。 

・緑色（5）はこれに黄色材料を混色したと思われる。 

 

１５ 地二 504 婦負郡見取分間絵図（XRF および可視反射スペクトル分析） 

・青色は 2 種類の材料が使い分けられている。川、水路（13,16）とその色見本（8）は indigo

系染料である。山（14,18）とその色見本（9）はスペクトルがプルシアンブルーに近い特

徴を示している。 

・山頂（17）の緑色はプルシアンブルーに近い特徴を持つスペクトルを示した。この青色

色材と黄色色材との混色と思われる。 

・赤色のうち、色見本（6,7）は水銀が検出されており、辰砂といえる。XRF を行っていな

い赤色箇所も同種の可能性が高い。 

 

１６ 追加 E52 越前近江糧道測量絵図 （XRF および可視反射スペクトル分析） 

・青色の箇所は全て indigo 系染料である。 

・緑色は 2 種類が使い分けられている。色見本（13）、領地（23）、川（27）松の葉（28）、

山（29）は indigo 系染料と黄色染料の混色である。2 つの色見本（9,16）では異なる材料

が使われており、断定できないが、反射スペクトルの特徴からプルシアンブルーと黄色色

材の混色が可能性として指摘できる。 

・赤色のうち、色見本（10,14）は水銀の検出から、辰砂といえる。その他の赤色は染料の

可能性が高い。 

 

１７ 追加 E63 京都新規通船見取絵図 （可視反射スペクトル分析のみ） 

・青色（5,10）は indigo 系染料であり、緑色（4,9）はこれと黄色色材との混色である。 

・色見本（3）の赤色は辰砂である可能性が高い。 

 

１８ 地三 5 明治加賀国絵図 （XRF および可視反射スペクトル分析） 

・青色（2,3,9）にはプルシアンブルーである可能性が反射スペクトルから指摘できる。 

・緑色（6,11）は indigo 系染料と黄色材料の混色である。 

・道（4）と村形（7）の赤茶色からは僅かに水銀が検出された。反射スペクトルのパター
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ンは辰砂と似ている。 

 

 

 

１９ BⅡ71 立山之絵図 （可視反射スペクトル分析のみ） 

・青色は indigo 系染料、緑色は黄色材料との混色である。 

・鳥居（7）の朱色からは、辰砂とベンガラの両者に特徴的なスペクトルがみられた。 

 

２０ C172 白山之絵図（XRF および可視反射スペクトル分析） 

・青色は indigo 系染料、緑色は黄色材料との混色である。 

・鳥居（12）の赤色は水銀の検出、反射スペクトルの特徴から辰砂といえる。 

 

２１ 測遠要術四 （可視反射スペクトル分析のみ） 

・川（3）の青色は indigo 系染料であり、山（4）の緑色は黄色色材を混色したものである。 

 

２２ 白山道筋実測図 （XRF および可視反射スペクトル分析） 

・川と池（2,5）の青色は indigo 系染料である。 
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４ 岡山大学附属図書館調査  

―池田家文庫・復元対象絵図― 
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Ⅰ 概要 

 

  調査日時：平成 21年 08月 26日～27日 

  調査場所：岡山大学附属図書館 

  対象史料：備前国絵図 Ｔ１－２０－１ 

       備前国絵図 Ｔ１－１９－１ 

      〔備前国絵図〕Ｔ１－１９－２ 

 

科学研究費補助金基盤研究（Ａ）「『地図史料学構築』の新展開―科学的調査・復原研

究・データベース」（代表 杉本史子、課題番号 21242018）の研究の一環として、上記の

対象史料の調査を行った。今回の調査は、復元国絵図制作のために、目視による調査を

重視した。この調査の成果として、2010 年 9 月 10 日に東京芸術大学に於いて、さらに

2011年 7月 5日には東京大学に於いて復元国絵図の見学会を行った。 

 

 

〈参加メンバー〉 

氏名 所属 

荒井経 東京芸術大学大学院美術研究科 

染谷香理 東京藝術大学 

杉本史子 東京大学史料編纂所 

村岡ゆかり 東京大学史料編纂所 
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